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もうアリバイ的な対応では許されない
過重労働の撲滅に真剣に取組まなければ神奈川県庁も電通と同じ
職場で過労死予備軍は日々作り出されている！当局は何人犠牲者を出すつもりか
　電通社員の過労自殺を契機に、過重労働問題が大きな社会的関心を集めています。

長時間・過重労働の実態と、それを是とする組織風土は電通だけではなく、多くの企業にも存在し、神奈川県庁も例外ではないことを多くの職員が実感しているところです。

しかし時代は変化しています。一昨年、「過労死防止法」が成立し、現在政府は「働き方改革」を提唱しています。

今回の電通問題では、労働局は一社員問題としてではなく、会社全体を問題にし、本社や支社にも立ち入り調査を行っています。これまでのような組織風土は許されなくなっているのです。
変えるべき県庁風土は過重労働だ
当局は、「これまで様々な対策をしてきた」と言いますが、全く効果がないどころか、状況はむしろ悪化していることを誰もが感じています。

年に１度だけ、それも事前に十分「周知」し、この時ばかりは管理職が真剣に残業させない手法。何時間残業しても「今月は○○時間入力してね」と残業時間を覆い隠す手法。

こうした県庁風土は、もはや通用しません。
過重労働は人を死に至らしめる
　厚生労働省は「過労死等の防止のための対策に関する大綱」で、「長時間にわたる過重な労働は、疲労の蓄積をもたらす最も重要な要因と考えられ、さらには脳・心臓疾患との関連性が強いという医学的知見が得られている。また、業務における強い心理的負荷による精神障害により、正常の認識、行為選択能力が著しく阻害され、あるいは自殺行為を思いとどまる精神的抑制力が著しく阻害され、自殺に至る場合があると考えられている。」としています。

まさに長時間・過重労働は、最悪の場合職員を死にまで追いやる元凶であり、これに対する有効な対策を取ることが喫緊の課題です。

正確な実態把握が無ければ有効な対策は困難
　有効な対策を行うためにはまず、正確な実態把握が不可欠です。

自治労県職労はこれまで、特に事務職場での実態把握のために、パソコンのログによる実態把握を主張し、今期確定交渉の中でもその必要性を当局に認識させたところです。

労使での協議機関の設置を
厚生労働省は、事業主に対して「事業場の労働時間管理の状況を踏まえ、必要に応じ労働時間短縮推進委員会等の労使協議組織を活用し、労働時間管理の現状を把握の上、労働時間管理上の問題点及びその解消策等の検討を行うこと。」としています。
　正確な実態把握、その検証に基づく対策の検討を労使で行う機関の設置を強く求めます。
職員の命を守るために人員配置を！
　この間の人員削減が長時間・過重労働の大きな原因の一つであることは明白です。

これまで当局は、人員問題を聖域化し、職員も「どうせ人は増えない」とあきらめてきました。

しかし、実態を検証した結果、人員不足が原因であれば、定数増となったとしても、必要な人員を配置すべきです。

　「職員の命を守るために人員を増やすこと」を、県民やその代表である議会が、反対するはずがありません。

　当局は、「職員の命を守る」という強い決意を持って、決断すべきです。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































